
成果 □ その他

矢羽根型路面標示設置工事（整備率） 34% 100%

矢羽根型路面標示設置工事（施工延長） 10,200ｍ 30,000ｍ

常総市自転車活用推進計画に基づき整備を行い、魅力の
ある利用の仕方を推進してまいります。

サイクルスタンド設置 34基 34基 □ コスト ■

④　初期・中間アウトカム（成果） ⑥　点検

指標名
成果指標

改善の余地 今後の方向性
Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）
サイクリングロードの利用増加のために、魅力のある広
報活動に努めます。

指標名
成果指標

Ｒ5年度実績値 Ｒ9年度目標値

活動 □

サイクルスタンド設置 市民 34基 34基 34基 34基

Ｒ5年度目標値 Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

矢羽根型路面標示設置工事 市民 10,200ｍ 10,200ｍ 10,200ｍ 10,200ｍ

事業 都市計画策定経費

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アクティビティ（活動） アウトプット（結果）

活動名 対象者
活動指標（回数・件数・日数等） 活動指標（参加者数・面積等）

Ｒ5年度実績値

事務事業名 自転車通行環境整備工事

項 都市計画費

その他，根拠法令
及び分野別計画

自転車活用推進法、
常総市自転車活用推進計画

目 都市計画総務費

会計名

施策の目標 2多様な交流を促す交通ネットワークを形成する
近年、環境保全に対する関心や健康意識の高まり
とともに、自転車を活用する動きが高まってきて
おり、日常生活における移動手段のみでなく、自
転車を活用して地域を巡り、様々な地域資源と結
びつけ、その魅力を体験するサイクルツーリズム
を通じた地方創生の取組みも活発化してきていま
す。

平成27年9月関東・東北豪雨災害からの復旧事業
として、国土交通省が進めてきた鬼怒川緊急対策
プロジェクトで整備される堤防天端等をサイクリ
ングロードとして活用する「鬼怒川・小貝川かわ
まちづくり」事業が進められています。また、道
の駅常総を中心としたアグリサイエンスバレー常
総から街なかへ、人の流れを的確に捉え、サイク
ルツーリズムの推進による交流人口の増加を目指
します。

一般会計

施策 1道路網の整備 款 土木費

後期
基本
計画

施策の大綱 Ⅴ都市基盤の充実 背景・課題 目的・意図

主
な
予
算
科
目

施策内容 地域の魅力を発信する道路網の整備
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①　総合計画上の位置付けと事務事業説明 ②　インプット（投入）
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